
(57)【要約】

【課題】本発明は、酸素移転率が高く曝気動力効率に優

れる多段階混合分散機能付き曝気装置を提供する。

【解決手段】水流流入口１１と空気吸入口１２及び気液

混合水流流出口が備えられたエジェクターと、駆動モー

タ４と回転翼２及び曝気水流流出口３１が備えられたケ

ーシング３で構成され、回転翼２の回転で前記エジェク

ターの水流流入口１１に流入される反応液と送気される

空気がエジェクターで１次混合分散され、エジェクター

から流出される気液混合水流はケーシング３の内部に吸

い込まれて回転翼２と衝突して２次混合分散される。２

次混合分散された曝気水流がケーシング３の曝気水流吐

出口３１を通して反応槽に噴出されることによって、エ

ジェクターと回転翼２による２回の混合分散を通して気

液接触時間の延長及び気液接触界面の再生を通して酸素

伝達率が向上する。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 反 応 槽 の 底 付 近 に 設 け ら れ 、 内 部 に 気 液 接 触 室 を 形 成 し 前 記 気 液 接 触 室 で 形 成 さ れ た 曝
気 水 流 を 外 部 に 吐 き 出 す 少 く と も 一 つ 以 上 の 曝 気 水 流 吐 出 口 を 備 え た ケ ー シ ン グ と 、
　 一 端 に 前 記 反 応 槽 の 反 応 液 が 流 入 さ れ る 水 流 流 入 口 が 備 え ら れ 、 他 端 に は 前 記 ケ ー シ ン
グ と 連 通 さ れ る 流 出 口 を 備 え て 前 記 反 応 槽 の 反 応 液 を 前 記 ケ ー シ ン グ の 気 液 接 触 室 に 供 給
す る エ ジ ェ ク タ ー と 、
　 送 気 管 を 通 し て 導 入 さ れ る 外 気 を 前 記 エ ジ ェ ク タ ー で 前 記 ケ ー シ ン グ 内 部 に 流 入 さ れ る
反 応 液 に 混 入 さ せ 気 液 混 合 水 流 を 形 成 す る 空 気 供 給 管 と 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 配 置 さ れ 、 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 駆 動 し つ つ 前 記 エ ジ ェ ク タ
ー の 流 出 口 を 通 し て 気 液 混 合 水 流 を 前 記 ケ ー シ ン グ の 前 記 気 液 接 触 室 の 内 部 に 強 制 吸 込 す
る と 共 に 、 前 記 気 液 混 合 水 流 と 衝 突 し て 微 細 な 気 泡 に 粉 砕 さ せ 前 記 曝 気 水 流 吐 出 口 を 通 し
て 反 応 槽 内 に 強 制 吐 出 さ せ る 回 転 翼 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き
水 中 曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 エ ジ ェ ク タ ー の 水 流 流 入 口 は 、 先 端 が 拡 開 さ れ た フ リ ュ ー ム 管 よ り な り 、
　 前 記 流 出 口 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 中 央 上 部 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 モ ー タ は 前 記 ケ ー シ ン
グ の 中 央 下 部 に 設 け ら れ 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 曝 気 水 流 吐 出 口 は 、 側 壁 か ら 外 側 方 向 の 下 向 き に 傾 斜 し て 延 び る よ う
に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 エ ジ ェ ク タ ー は 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 上 部 で 前 記 回 転 翼 の 周 縁 に 沿 っ て 一 定 し た 間 隔
で 配 置 さ れ た 複 数 個 の エ ジ ェ ク タ ー よ り な り 、 各 エ ジ ェ ク タ ー の 水 流 流 入 口 は 、 フ リ ュ ー
ム 管 よ り な っ て 前 記 反 応 槽 と 連 通 さ れ 、
　 前 記 流 出 口 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ と 互 い に 連 通 さ れ 、
　 前 記 各 エ ジ ェ ク タ ー は 、 互 い に 連 通 さ れ 、 前 記 送 気 管 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。  
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ は 、 上 端 が 開 放 さ れ た 開 放 部 を 有 す る 円 筒 形 で あ り 、
　 前 記 駆 動 モ ー タ は 、 前 記 開 放 部 を 通 し て 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 同 軸 方 向 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 壁 と 前 記 駆 動 モ ー タ の 外 周 面 と の 間 に 環 状 の 水 流 流 入 口 が 設 け ら れ
、
　 前 記 エ ジ ェ ク タ ー は 、 前 記 水 流 流 入 口 に 挿 設 さ れ る 複 数 個 の 小 口 径 の 空 気 供 給 管 か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ は 、 上 端 が 開 放 さ れ た 開 放 部 を 有 す る 円 筒 形 で あ り 、
　 前 記 駆 動 モ ー タ は 、 前 記 開 放 部 を 通 し て 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 同 軸 方 向 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 壁 と 前 記 駆 動 モ ー タ の 外 周 面 と の 間 に 環 状 の 水 流 流 入 口 が 設 け ら れ
、
　 前 記 空 気 供 給 管 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 側 壁 縁 に 沿 っ て 備 え ら れ 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 側 壁 の 間 に 開 口 さ れ た 環 状 の 空 気 吸 入 口 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 送 気 管 の 先 端 は 、 大 気 に 露 出 さ れ 前 記 エ ジ ェ ク タ ー に よ っ て 空 気 を 自 吸 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 気 液 接 触 室 の 内 壁 に 、 前 記 回 転 翼 と 共 に 水 流 の 空 気 を 微 細 な 気 泡 に 粉
砕 す る 撹 拌 手 段 が 突 出 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合
分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 送 気 管 に 連 結 設 置 さ れ た 自 動 バ ル ブ と 、 該 自 動 バ ル ブ を 設 定 さ れ た 条 件 に よ っ て 開
閉 作 動 さ せ 、 反 応 槽 を 曝 気 ま た は 非 曝 気 撹 拌 中 の 何 れ か 一 つ の 運 転 モ ー ド で 運 転 制 御 す る
制 御 器 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中
曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 駆 動 モ ー タ の 両 側 に は 、 駆 動 軸 を 延 長 し て 両 側 の 駆 動 軸 に そ れ ぞ れ 回 転 翼 が 連 結 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 魚 類 養 殖 と 下 廃 水 処 理 な ど に 使 用 さ れ る 曝 気 装 置 に 係 り 、 エ ジ ェ ク タ ー と 水
中 撹 拌 機 に よ っ て 多 段 階 の 混 合 分 散 機 能 が 備 え ら れ 、 曝 気 動 力 効 率 が 改 善 さ れ る 多 段 階 混
合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 曝 気 装 置 の 経 済 性 は 、 単 位 所 要 動 力 当 た り 水 中 に 溶 解 さ れ る 酸 素 移 転 量 、 す な わ ち 曝 気
動 力 効 率 (kgO 2 /kwh)に よ っ て 評 価 さ れ 、 酸 素 移 転 量 は 空 気 と 液 体 が 接 触 す る 界 面 が 広 く 、
界 面 に 働 く 圧 力 が 大 き く 、 気 液 接 触 界 面 が 停 滞 さ れ ず 、 撹 拌 力 に よ っ て 反 復 再 生 さ れ る 際
増 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 酸 素 移 転 量 を 増 大 さ せ る 具 体 的 な 方 法 を 例 示 す れ ば 、 気 液 接 触 界 面 を 大 き く す る た め 曝
気 空 気 量 を 増 大 さ せ 、 小 粒 径 の 微 細 な 気 泡 に 分 散 さ せ て 気 泡 の 数 量 と 比 表 面 積 を 増 大 さ せ
、 界 面 に 働 く 水 圧 を 大 き く し 、 気 液 接 触 時 間 を 延 ば す た め に 深 い 水 深 で 気 泡 を 散 気 さ せ 、
気 液 接 触 界 面 が 反 復 再 生 で き る よ う に す る た め に 、 気 泡 と 液 体 を 混 合 す る 撹 拌 力 を 加 え る
こ と に よ っ て 酸 素 移 転 量 を 増 大 さ せ う る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 図 １ の よ う な 従 来 の 下 部 吸 込 上 部 吐 出 型 の 水 中 曝 気 装 置 は 、 送 風 機 か ら 送 気 管
１ ０ ０ を 通 し て 圧 送 さ れ た 空 気 が 、 反 応 槽 の 床 部 の 深 い 水 深 に 位 置 す る 送 気 口 ２ ０ ０ か ら
吐 出 さ れ る た め 、 送 風 機 の 所 要 吐 出 圧 力 は 増 加 す る 一 方 、 曝 気 水 流 吐 出 口 ４ ０ ０ は 送 気 水
深 よ り 浅 い 箇 所 に 位 置 す る た め 、 曝 気 水 流 に 含 ま れ た 気 泡 の 界 面 に 働 く 水 圧 は む し ろ 減 少
す る の で 、 酸 素 移 転 量 は 小 さ く 、 高 い 送 気 圧 に よ っ て 送 気 量 は 減 少 し 、 送 風 機 の 動 力 が 浪
費 さ れ る 構 成 で あ る 。 ま た 、 送 気 さ れ た 空 気 が 回 転 翼 ３ ０ ０ と 衝 突 し て 気 泡 に 分 散 さ れ る
過 程 も 一 回 で 終 了 す る た め 、 気 泡 が 微 細 な 粒 径 に 十 分 に 分 散 で き な い の で 比 表 面 積 と 全 体
界 面 の 広 さ は 小 さ く 、 界 面 が 再 生 で き る 撹 拌 の 機 会 も 少 な く て 酸 素 移 転 率 が さ ほ ど 高 く な
い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 従 来 の 上 部 吸 込 下 部 吐 出 型 の 水 中 曝 気 装 置 (図 示 せ ず )も 、 送 風 機 か ら 供 給 さ れ た
空 気 が 反 応 槽 の 床 部 の 深 い 水 深 に 位 置 す る 送 気 口 か ら 吐 出 さ れ 、 送 気 さ れ た 空 気 も 回 転 翼
の 下 部 円 錐 形 の 空 間 で 滞 留 し つ つ 下 向 き 側 面 に 流 れ る 水 流 に よ っ て 分 散 吐 出 さ れ る 構 成 な
の で 、 気 泡 の 界 面 に 働 く 水 圧 は 送 気 水 深 と 類 似 に 維 持 で き る が 、 気 泡 が 微 細 に 分 散 で き な
い た め 気 液 接 触 界 面 の 全 体 広 さ も 小 さ く 、 界 面 が 再 生 で き る 撹 拌 の 機 会 も 一 回 に 過 ぎ な い
の で 酸 素 移 転 率 が 高 く な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 酸 素 移 転 率
が 高 く 曝 気 動 力 効 率 に 優 れ る 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 を 提 供 す る と こ ろ に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 は 、 ケ ー シ ン グ の 内 部 に は 回
転 翼 が 具 備 さ れ 、 前 記 ケ ー シ ン グ 上 部 の 浅 い 水 深 ま た は ケ ー シ ン グ の 周 辺 に は エ ジ ェ ク タ
ー が 具 備 さ れ 、 前 記 エ ジ ェ ク タ ー の 空 気 吸 入 口 に は 送 風 機 か ら 空 気 が 移 送 さ れ る 送 気 管 が
連 結 さ れ 、 前 記 エ ジ ェ ク タ ー か ら 流 出 さ れ る 空 気 と 反 応 液 が 混 合 さ れ た 気 液 混 合 水 流 は 前
記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 流 入 で き る よ う 前 記 エ ジ ェ ク タ ー の 流 出 口 は 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部
と 連 通 さ れ る よ う 連 結 さ れ 、 前 記 ケ ー シ ン グ に は 曝 気 水 流 が 吐 出 で き る 一 つ 以 上 の 曝 気 水
流 吐 出 口 が 構 成 さ れ 、 前 記 回 転 翼 に は 駆 動 モ ー タ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 作 動 過 程 を 説 明 す れ ば 、 前 記 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 翼 が
回 転 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 吸 込 揚 程 に よ っ て ケ ー シ ン グ に 具 備 さ れ た 前 記 エ ジ ェ ク
タ ー の 水 流 流 入 口 に 反 応 液 が 吸 い 込 ま れ 、 吸 い 込 ま れ る 反 応 液 と 送 風 機 か ら 送 気 さ れ る 空
気 と が エ ジ ェ ク タ ー で 混 合 さ れ な が ら 送 風 機 か ら 供 給 さ れ た 空 気 と 吸 い 込 ま れ た 水 流 と が
混 合 撹 拌 さ れ 、 微 細 気 泡 に 分 散 さ れ る １ 段 階 の 混 合 分 散 が な さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 エ ジ ェ ク タ ー に よ っ て １ 段 階 混 合 分 散 が な さ れ た 曝 気 水 流 は エ ジ ェ ク タ ー の 流 出 口
を 通 し て 再 び 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 吸 い 込 ま れ 前 記 回 転 翼 と 衝 突 し て さ ら に 微 細 な 気 泡
に 分 散 さ れ る ２ 段 階 の 混 合 分 散 が な さ れ 、 ２ 段 階 混 合 分 散 が な さ れ る 曝 気 水 流 は ケ ー シ ン
グ 下 部 の 前 記 曝 気 水 流 吐 出 口 を 通 し て 反 応 槽 に 噴 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 作 動 過 程 が な さ れ る 曝 気 装 置 は 、 浅 い 水 深 の 曝 気 装 置 の 上 部 か ら 空 気 が 供 給
さ れ る た め 送 風 機 の 圧 送 水 深 が 浅 く な り 、 エ ジ ェ ク タ ー の 吸 引 力 に よ っ て 送 風 機 の 圧 力 負
荷 が 軽 減 さ れ る た め 送 気 量 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 エ ジ ェ ク タ ー と 回 転 翼 に よ っ て な さ れ る ２ 回 の 混 合 分 散 に よ っ て 気 液 が 接 触 す る
時 間 が 延 び 、 気 体 と 液 体 が 接 触 す る 界 面 の 反 復 再 生 が な れ る た め 曝 気 動 力 効 率 が 向 上 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 に 、 送 風 機 の 吐 出 圧 力 が 軽 減 さ れ 増 え た 空 気 が 前 記 エ ジ ェ ク タ ー 及 び 回 転 翼 に よ っ て
反 応 槽 の 床 部 の 深 い 水 深 に 強 制 移 送 さ れ 、 深 い 水 深 で 微 細 な 気 泡 に 分 散 さ れ 吐 出 さ れ る た
め 、 気 泡 に 働 く 水 圧 が 増 加 し 気 泡 が 外 気 ま で 浮 上 す る 距 離 が 延 び て 気 液 接 触 時 間 も 延 長 さ
れ る た め 、 酸 素 移 転 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 の 前 記 回 転 翼 の 上 部 に は 、 送 気 さ れ た 空 気 と 反 応 液 が 混 合
さ れ 空 気 が 小 粒 径 の 微 細 な 気 泡 に 分 散 で き る よ う に す る 気 液 接 触 室 を 構 成 し て い る 。 前 記
回 転 翼 に は 、 空 気 と 反 応 液 と が 混 合 分 散 す る よ う に 、 棒 状 、 ま た は ス ク リ ュ ー 状 の 撹 拌 手
段 が 突 出 し て 設 け ら れ て い る の で 、 酸 素 移 転 率 が 一 層 向 上 す る 。 こ こ で 、 前 記 撹 拌 手 段 は
前 記 気 液 接 触 室 の 内 部 の ケ ー シ ン グ に 突 出 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 水 中 曝 気 装 置 の 両 側 に は 、 修 繕 の た め の 引 揚 と 設 置 を 容 易 に す る ガ イ ド ポ ス ト と ガ
イ ド ブ ラ ケ ッ ト を 具 備 し て い る 。 前 記 ガ イ ド ポ ス ト 中 の い ず れ か 一 つ 以 上 は 送 風 機 か ら 供
給 さ れ る 空 気 を 移 送 す る 送 気 管 の 機 能 を 並 行 す る よ う に し 、 前 記 水 中 曝 気 機 の 空 気 供 給 管
と 前 記 ガ イ ド ポ ス ト は 、 設 置 時 に 送 風 機 か ら 供 給 さ れ る 空 気 が 水 中 曝 気 機 に 供 給 で き る よ
う 連 通 さ れ 、 修 繕 時 に は 引 揚 し や す く す る 脱 着 手 段 が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 脱 着 手 段 は 、 水 中 ポ ン プ の 吐 出 管 に 用 い ら れ る 公 知 の 技 術 を 適 用 し て 容 易 に 実 現 で
き る 。 こ こ で 、 前 記 送 気 管 を ガ イ ド ポ ス ト と は 別 個 の 伸 縮 管 (Flexible Hose)で 構 成 す る
こ と に よ っ て 、 脱 着 手 段 を 省 い て も 前 記 水 中 曝 気 装 置 を 自 由 に 引 揚 設 置 で き る よ う に な る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ま た 、 送 風 機 か ら 空 気 を 移 送 す る 前 記 送 気 管 に は 自 動 バ ル ブ を 設 置 し 、 前 記 自 動 バ ル ブ
を 開 状 態 ま た は 閉 状 態 で 作 動 し て 反 応 槽 を 曝 気 ま た は 撹 拌 中 の い ず れ か 一 つ の 運 転 モ ー ド
で 稼 働 し た り 、 タ イ マ ー 、 Ｏ Ｒ Ｐ (Oxidation Reduction Potential： 酸 化 還 元 電 位 )コ ン
ト ロ ー ラ 、 Ｄ Ｏ (Dissolved Oxygen： 溶 存 酸 素 )制 御 器 と 連 動 し て 設 定 さ れ た 条 件 に よ っ て
前 記 自 動 バ ル ブ を 開 閉 作 動 が 反 復 さ れ る よ う に す る こ と で 、 曝 気 ま た は 非 曝 気 撹 拌 が 交 互
反 復 す る 間 欠 曝 気 で 運 転 で き る よ う に な っ て 、 窒 素 、 燐 除 去 の た め の 工 程 で 嫌 気 、 好 気 条
件 の い ず れ か 一 つ の 工 程 ま た は 間 欠 曝 気 工 程 で 自 由 に 稼 働 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 エ ジ ェ ク タ ー の 水 流 流 入 口 に は 、 流 入 抵 抗 を 減 少 す る た め に フ リ ュ ー ム 管 で 構 成
し 、 前 記 フ リ ュ ー ム 管 に は 一 枚 以 上 の 旋 回 流 防 止 板 を 具 備 す る こ と に よ っ て 、 水 流 流 入 時
に 発 生 す る 旋 回 流 に よ る 水 頭 損 失 が 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 は 送 風 機 に よ る 強 制 送 風 式 に 限 ら ず 、 エ ジ ェ ク タ ー の 自 吸 機
能 に よ っ て 自 吸 式 水 中 曝 気 装 置 と し て も 利 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 は 、 第 １ に 、 酸 素 移 転 率 が 高 く 曝 気
動 力 効 率 に 優 れ て い る 。 ま た 第 ２ に 、 修 繕 の た め の 装 置 の 引 き 揚 げ 及 び 安 着 が 容 易 で あ る
。 そ し て 第 ３ に 、 窒 素 ・ 燐 除 去 の た め の 曝 気 、 非 曝 気 撹 拌 、 間 欠 曝 気 が 実 現 で き 、 更 に 第
４ に 、 大 容 量 の 曝 気 装 置 が 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 述 す る 。
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 １ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。 本 実 施 例 に よ る 水 中
曝 気 装 置 の 構 成 を 説 明 す れ ば 、 ケ ー シ ン グ ３ の 内 部 に は 回 転 翼 ２ が 備 え ら れ て い る 。 ケ ー
シ ン グ ３ の 中 央 上 部 に は そ の 内 部 に ノ ズ ル が 具 備 さ れ た 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー １ を 備 え て お
り 、 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー １ の 水 流 流 入 口 １ １ は 、 フ リ ュ ー ム 管 で 構 成 さ れ て い る 。 標 準 型
エ ジ ェ ク タ ー １ の 空 気 吸 入 口 １ ２ に は 送 風 機 (図 示 せ ず )か ら 空 気 が 移 送 さ れ る 送 気 管 ５ が
連 結 さ れ て い る 。 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー １ で 空 気 と 反 応 液 と が 混 合 さ れ た 気 液 混 合 水 流 は 、
ケ ー シ ン グ ３ の 内 部 に 流 入 で き る よ う 、 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー １ の 流 出 口 １ ３ は ケ ー シ ン グ
３ の 内 部 と 連 通 さ れ る よ う 連 結 さ れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ３ の 下 部 側 面 に は 曝 気 水 流 が 水 平
方 向 ま た は 下 向 き 斜 め 方 向 に 吐 出 で き る 一 つ 以 上 の 曝 気 水 流 吐 出 口 ３ １ が 設 け ら れ て い る
。 ケ ー シ ン グ ３ 下 部 の 中 央 に は 回 転 翼 ２ を 駆 動 さ せ る 駆 動 モ ー タ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ケ ー シ ン グ ３ 内 部 の 回 転 翼 ２ の 上 部 に は 送 気 さ れ た 空 気 と 反 応 液 が 混 合 さ れ 空 気
が 小 粒 径 の 微 細 な 気 泡 に 分 散 で き る よ う に す る 気 液 接 触 室 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 回 転 翼
２ に は 棒 状 、 ま た は ス ク リ ュ ー 状 の 撹 拌 手 段 ２ １ が 突 出 し て 形 成 さ れ 、 空 気 と 反 応 液 を 混
合 分 散 さ せ る こ と に よ っ て 酸 素 移 転 率 が さ ら に 向 上 で き る 構 成 で あ る 。 こ こ で 、 撹 拌 手 段
２ １ は 気 液 接 触 室 ３ ２ の 内 部 の ケ ー シ ン グ ３ に 突 出 さ せ 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 水 中 曝 気 装 置 の 両 側 に は 、 修 繕 の た め の 引 揚 と 設 置 を 容 易 に す る ガ イ ド ポ ス ト ５ １ と ガ
イ ド ブ ラ ケ ッ ト ５ ２ と を 具 備 し 、 ガ イ ド ポ ス ト ５ １ 中 の い ず れ か 一 つ 以 上 は 送 風 機 か ら 供
給 さ れ る 空 気 を 移 送 す る 送 気 管 ５ の 機 能 を 並 行 す る よ う に し て い る 。 水 中 曝 気 装 置 の 空 気
供 給 管 １ ７ と ガ イ ド ポ ス ト ５ １ （ 送 気 管 ５ ） は 、 設 置 時 に 送 風 機 か ら 供 給 さ れ る 空 気 が 水
中 曝 気 装 置 に 供 給 で き る よ う 連 通 さ れ 、 修 繕 時 は 引 揚 し や す く す る 脱 着 手 段 ５ ３ が 具 備 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 脱 着 手 段 ５ ３ は 、 水 中 ポ ン プ の 吐 出 管 に 利 用 さ れ る 公 知 の 技 術 を 適 用 し て 容 易 に 実 現 で
き る 。 こ こ で 送 気 管 ５ を ガ イ ド ポ ス ト ５ １ と は 別 個 の 伸 縮 管 (図 示 せ ず )で 構 成 す る こ と に
よ っ て 、 脱 着 手 段 ５ ３ を 省 い て も 水 中 曝 気 装 置 を 自 由 に 引 揚 設 置 で き る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 送 風 機 か ら 空 気 を 圧 送 す る 送 気 管 ５ に は 自 動 バ ル ブ ５ ５ を 設 け 、 自 動 バ ル ブ ５ ５
を 開 状 態 ま た は 閉 状 態 で 作 動 し て 反 応 槽 を 曝 気 ま た は 撹 拌 中 の い ず れ か 一 つ の 運 転 モ ー ド
で 稼 働 し た り 、 タ イ マ ー 、 Ｏ Ｒ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ 、 Ｄ Ｏ 制 御 器 と 連 動 さ せ て 、 設 定 し た 条 件
に よ っ て 自 動 バ ル ブ ５ ５ の 開 閉 作 動 が 反 復 さ れ る よ う に す る こ と で 、 曝 気 ま た は 非 曝 気 撹
拌 が 交 互 反 復 さ れ る 間 欠 曝 気 で 運 転 で き る よ う に な っ て 、 窒 素 、 燐 除 去 の た め の 工 程 に お
い て 嫌 気 、 好 気 条 件 の い ず れ か 一 つ の 工 程 ま た は 間 欠 曝 気 工 程 で 自 由 自 在 に 稼 働 で き る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ２ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。 前 記 第 １ 実 施 例 で は 標
準 型 エ ジ ェ ク タ ー (Standard Ejector)を 適 用 し た が 、 本 実 施 例 で は フ リ ュ ー ム 管 で 構 成 さ
れ た 水 流 流 入 口 管 の 内 部 中 央 に 空 気 供 給 管 を 挿 入 し て 構 成 さ れ る ア ニ ュ ー ラ (Annular)エ
ジ ェ ク タ ー １ ａ で 構 成 さ れ た も の で あ り 、 そ の 他 の 構 成 と 作 用 は 第 １ 実 施 例 と 同 様 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ３ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。 本 実 施 例 に よ る 水 中 曝
気 装 置 の 構 成 を 説 明 す れ ば 、 ケ ー シ ン グ ３ の 内 部 に は 回 転 翼 ２ が 具 備 さ れ 、 ケ ー シ ン グ ３
の 中 央 上 部 に は 回 転 翼 ２ を 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ ４ が 具 備 さ れ て い る 。 駆 動 モ ー タ ４ が 設
け ら れ た 周 辺 の ケ ー シ ン グ ３ の 上 部 に は 、 フ リ ュ ー ム 管 が 連 結 さ れ た 水 流 供 給 管 の 中 央 に
空 気 供 給 管 が 内 挿 さ れ る 構 造 の ア ニ ュ ー ラ エ ジ ェ ク タ ー １ ａ が 、 一 つ 以 上 多 数 個 が 具 備 さ
れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ３ の 下 部 側 面 に は 、 曝 気 水 流 が 水 平 方 向 ま た は 下 向 き 斜 め 方 向 に 吐
出 で き る 一 つ 以 上 の 曝 気 水 流 吐 出 口 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 多 数 個 の ア ニ ュ ー ラ エ ジ ェ ク
タ ー １ ａ に 具 備 さ れ た 空 気 供 給 管 は 、 送 気 チ ャ ン バ ５ ４ に 集 ま る よ う 連 結 さ れ て い る 。 送
気 チ ャ ン バ ５ ４ は 、 送 気 管 ５ と 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ４ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。 本 実 施 例 で は 第 ３ 実 施
例 の ア ニ ュ ー ラ エ ジ ェ ク タ ー を 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー に 変 更 し た も の で あ る 。 フ リ ュ ー ム 管
が 連 結 さ れ た 水 流 供 給 管 の 内 部 中 心 に ノ ズ ル が 具 備 さ れ 、 前 記 ノ ズ ル 下 部 の 水 流 供 給 管 の
側 面 に は 空 気 供 給 管 が 連 通 さ れ る よ う 連 結 さ れ る 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー １ で あ り 、 そ の 他 の
構 成 及 び 作 用 は 第 ３ 実 施 例 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ は 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ５ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。 本 実 施 例 に お け る 水 中
曝 気 装 置 の 装 置 構 成 を 説 明 す れ ば 、 ケ ー シ ン グ ３ の 内 部 に は 回 転 翼 ２ が 具 備 さ れ て い る 。
ケ ー シ ン グ ３ の 上 部 は 、 大 口 径 の 円 筒 形 の 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 。 回 転 翼 ２ の 中 央 上 部
に は 、 回 転 翼 ２ を 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ ４ が 具 備 さ れ て い る 。 駆 動 モ ー タ ４ と ケ ー シ ン グ
３ の 円 筒 形 の 開 口 部 と 駆 動 モ ー タ ４ と の 間 に 形 成 さ れ る 一 つ の 環 状 の 開 口 部 を 用 い て 水 流
流 入 口 １ １ を 構 成 し 、 水 流 流 入 口 １ １ に は 、 多 数 個 の 小 口 径 の 空 気 供 給 管 １ ７ ａ が 内 挿 さ
れ 、 水 流 流 入 口 １ １ に 水 流 が 流 入 す る こ と に よ っ て 空 気 吸 入 口 １ ２ に 吸 入 力 が 働 く よ う に
す る エ ジ ェ ク タ ー の 機 能 を 果 た す よ う に し て い る 。 ま た 、 ケ ー シ ン グ ３ の 下 部 側 面 に は 、
曝 気 水 流 が 水 平 方 向 ま た は 下 向 き 傾 斜 方 向 に 吐 出 で き る 一 つ 以 上 の 曝 気 水 流 吐 出 口 ３ １ が
具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 環 状 の 水 流 流 入 口 １ １ に 内 挿 さ れ る 多 数 個 の 小 口 径 の 空 気 供 給 管 １ ７ ａ も 環 状 の 水
流 供 給 口 の 形 状 に 合 わ せ て 円 柱 形 に 配 列 さ れ て い る 。 多 数 個 の 小 口 径 の 空 気 供 給 管 １ ７ ａ
は 送 気 チ ャ ン バ ５ ４ に 連 結 さ れ て い る 。 送 気 チ ャ ン バ ５ ４ は 、 送 気 管 ５ と 連 通 す る よ う 連
結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ は 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ６ 実 施 例 に 関 す る 概 念 図 で あ る 。 本 実 施 例 に お け
る 水 中 曝 気 装 置 の 装 置 構 成 に つ い て 説 明 す れ ば 、 ケ ー シ ン グ ３ の 内 部 に は 回 転 翼 ２ が 具 備
さ れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ３ の 上 部 は 大 口 径 の 円 筒 形 の 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 。 回 転 翼 ２
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の 中 央 上 部 に は 、 回 転 翼 ２ を 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ ４ が 具 備 さ れ て い る 。 駆 動 モ ー タ ４ と
ケ ー シ ン グ ３ の 上 部 の 円 筒 形 開 口 部 と 駆 動 モ ー タ ４ と の 間 に 形 成 さ れ る 一 つ の 環 状 の 開 口
部 を 用 い て 水 流 流 入 口 １ １ を 構 成 し 、 水 流 流 入 口 １ １ に は フ リ ュ ー ム 管 が 具 備 さ れ て い る
。 空 気 供 給 管 兼 送 気 チ ャ ン バ ５ ４ は 、 こ の フ リ ュ ー ム 管 の 下 部 の ケ ー シ ン グ ３ の 側 面 に 、
ケ ー シ ン グ ３ の 内 部 と 連 通 さ れ る よ う 連 結 さ れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ３ 内 部 に は 、 こ の ケ ー
シ ン グ ３ の 周 辺 に 沿 っ て 細 長 い 円 柱 形 の 空 気 吸 入 口 １ ２ が 設 け ら れ 、 円 筒 形 の ケ ー シ ン グ
３ 自 体 が 大 口 径 の 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー を 構 成 す る 水 中 曝 気 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ は 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ７ 実 施 例 に 関 す る 概 念 図 で あ る 。 本 実 施 例 で は 前
記 第 ６ 実 施 例 に お い て 駆 動 モ ー タ ４ の 上 部 の 駆 動 軸 を 外 部 に 延 ば し て 上 部 回 転 翼 ２ ２ を さ
ら に 設 け 、 ケ ー シ ン グ ３ を 上 部 に 延 ば し て 上 部 回 転 翼 ２ ２ を 囲 う よ う 構 成 す る こ と に よ っ
て 、 ２ 枚 の 回 転 翼 に よ っ て 水 流 流 入 及 び 撹 拌 が な さ れ る た め 、 撹 拌 及 び 曝 気 容 量 が 大 き い
水 中 曝 気 装 置 に 適 し た 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 第 ２ な い し 第 ７ 実 施 例 で も 第 １ 実 施 例 と 同 じ く 、 ガ イ ド ポ ス ト と 脱 着 手 段 、 送 気 管
に 自 動 バ ル ブ を 構 成 し て 曝 気 、 撹 拌 ま た は 間 欠 曝 気 で 運 転 す る 方 法 な ど を 第 １ 実 施 例 の よ
う に 適 用 で き る 。 ま た 、 前 記 第 ２ な い し 第 ４ 実 施 例 で は 第 １ 実 施 例 の よ う に 気 液 接 触 室 と
撹 拌 手 段 ２ １ を 構 成 し て 混 合 分 散 効 率 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 第 ７ 実 施 例 は 、
駆 動 モ ー タ 回 転 軸 の 両 側 に 回 転 翼 が 具 備 さ れ る た め 、 大 容 量 の 曝 気 装 置 を 実 現 し 易 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 は 送 風 機 に よ る 強 制 送 風 式 に 限 ら ず 、 エ ジ ェ ク タ ー の
自 吸 機 能 だ け で 曝 気 用 空 気 を 吸 い 込 む こ と に よ っ て 送 風 機 の 設 置 を 省 き 、 自 吸 式 水 中 曝 気
装 置 と し て も 用 い ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 エ ジ ェ ク タ ー と 水 中 撹 拌 機 に よ る 多 段 階 の 混 合 分 散 機 能 を 備 え る 水 中 曝 気 装
置 で あ っ て 、 魚 類 養 殖 場 や 下 廃 水 処 理 工 程 に お い て 窒 素 ・ 燐 除 去 の た め の 曝 気 、 非 曝 気 撹
拌 、 間 欠 曝 気 を 実 現 で き 、 曝 気 動 力 効 率 に 優 れ 大 容 量 の 曝 気 装 置 と し て 使 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 の 方 式 の 水 中 曝 気 装 置 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 １ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ２ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ３ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ４ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ５ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ６ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 水 中 曝 気 装 置 の 第 ７ 実 施 例 の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 標 準 型 エ ジ ェ ク タ ー
　 １ ａ 　 ア ニ ュ ー ラ エ ジ ェ ク タ ー
　 １ １ 　 水 流 流 入 口
　 １ ２ 　 空 気 吸 入 口
　 １ ３ 　 流 出 口
　 １ ７ 、 １ ７ ａ 空 気 供 給 管
　 ２ 　 回 転 翼
　 ２ １ 　 撹 拌 手 段
　 ２ ２ 　 上 部 回 転 翼
　 ３ 　 ケ ー シ ン グ
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　 ３ １ 　 曝 気 水 流 吐 出 口
　 ３ ２ 気 液 接 触 室
　 ４ 　 駆 動 モ ー タ
　 ５ 　 送 気 管
　 ５ １ 　 ガ イ ド ポ ス ト
　 ５ ２ 　 ガ イ ド ブ ラ ケ ッ ト
　 ５ ３ 　 脱 着 手 段
　 ５ ４ 　 送 気 チ ャ ン バ
　 ５ ５ 　 自 動 バ ル ブ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 20日 (2004.8.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 反 応 槽 の 底 付 近 に 設 け ら れ 、 内 部 に 気 液 接 触 室 を 形 成 し 前 記 気 液 接 触 室 で 形 成 さ れ た 曝
気 水 流 を 外 部 に 吐 き 出 す 少 く と も 一 つ 以 上 の 曝 気 水 流 吐 出 口 を 備 え た ケ ー シ ン グ と 、
　 一 端 に 前 記 反 応 槽 の 反 応 液 が 流 入 さ れ る 水 流 流 入 口

が 備 え ら れ 、 他 端 に は 前 記 ケ ー シ ン グ と 連 通 さ れ る 流 出 口 を 備 え て 前 記 反 応 槽
反 応 液

を 前 記 ケ ー シ ン グ の 気 液 接 触 室 に 供 給 す る エ ジ ェ ク タ ー と
　 前 記 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 駆 動 し つ つ 前 記 エ ジ ェ ク タ ー の 流
出 口 を 通 し て 気 液 混 合 水 流 記 気 液 接 触 室 の 内 部 に 強 制 吸 込 す る と 共 に 、 前
記 気 液 混 合 水 流 と 衝 突 し て 微 細 な 気 泡 に 粉 砕 さ せ 前 記 曝 気 水 流 吐 出 口 を 通 し て 反 応 槽 内 に
強 制 吐 出 さ せ る 回 転 翼 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 エ ジ ェ ク タ ー は 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 上 部 で 前 記 回 転 翼 の 周 縁 に 沿 っ て 一 定 し た 間 隔
で 配 置 さ れ た 複 数 個 の エ ジ ェ ク タ ー よ り な り 、 各 エ ジ ェ ク タ ー の 水 流 流 入 口 は 、 フ リ ュ ー
ム 管 よ り な っ て 前 記 反 応 槽 と 連 通 さ れ 、
　 前 記 流 出 口 は 、 前 記 と 互 い に 連 通 さ れ 、
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と 送 気 管 を 介 し て 外 気 を 流 入 す る 空
気 供 給 管 と
で 流 入 さ れ た 前 記 と 前 記 空 気 供 給 管 で 吸 い 込 ま れ た 空 気 と を 混 合 し て 気 液 混 合 水 流

内 部 前 記 、
気 液 接 触 室 に 設 け ら れ 、

流 入 さ れ た を 前

気 液 接 触 室



　 前 記 各 エ ジ ェ ク タ ー は 、 互 い に 連 通 さ れ 、 前 記 送 気 管 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。  
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ は 、 上 端 が 開 放 さ れ た 開 放 部 を 有 す る 円 筒 形 で あ り 、
　 前 記 駆 動 モ ー タ は 、 前 記 開 放 部 を 通 し て 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 同 軸 方 向 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 壁 と 前 記 駆 動 モ ー タ の 外 周 面 と の 間 に 環 状 の 水 流 流 入 口 が 設 け ら れ
、
　 前 記 空 気 供 給 管 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 側 沿 っ て 備 え ら れ 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 側 壁 の 間 に 開 口 さ れ た 環 状 の 空 気 吸 入 口 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 気 液 接 触 室 の 内 壁 に 、 前 記 回 転 翼 と 共 に 水 流 の 空 気 を 微 細 な 気 泡 に 粉
砕 す る 撹 拌 手 段 が 突 出 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合
分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 送 気 管 に 連 結 設 置 さ れ た 自 動 バ ル ブ と 、 該 自 動 バ ル ブ を 設 定 さ れ た 条 件 に よ っ て 開
閉 作 動 さ せ 、 反 応 槽 を 曝 気 ま た は 非 曝 気 撹 拌 中 の 何 れ か 一 つ の 運 転 モ ー ド で 運 転 制 御 す る
制 御 器 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中
曝 気 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 モ ー タ の 両 側 に は 、 駆 動 軸 を 延 長 し て 両 側 の 駆 動 軸 に そ れ ぞ れ 回 転 翼 が 連 結 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 階 混 合 分 散 機 能 付 き 水 中 曝 気 装 置 。
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